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孫

悟

空

と

白

猿

伝

説

成

~j 

正

夫

「
大
唐
三
蔵
取
経
詩
話
」
に
現
わ
れ
た
猿
行
者
が
、
小
説
「
西

遊
記
」
の
中
の
孫
悟
空
に
成
長
し
た
の
ち
も
、
孫
倍
空
は
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
の
中
に
姿
を
見
せ
て
い
る
。
玄
奨
の
旅
行
は
実
際
は
単
身
で
出
発
し
た
も
の
で
あ

小
説
「
西
遊
記
」
の
成
立
の
過
程
に
お
い
て
最
も
重
要
な
登
場
人
物
は
孫
悟
空
で
あ
ろ
う
。
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り

「
取
経
詩
話
」
以
下
の
物
語
が
、
み
な
荒
唐
無
稽
の
つ
く
り
話
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
登
場
し
て
く
る
孫
悟
空
、
沙
悟
浄

な
ど
が
、
小
説
作
者
の
ま
っ
た
く
の
空
想
の
産
物
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
や
は
り
何
か
基
づ
く
説
話
や
伝
承
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
孫
悟
空
が
ど
の
よ
う

ハ
1
v

な
説
話
か
ら
生
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
既
に
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
孫
悟
空
と
臼
猿
伝
説
と
の
関
係
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
伝
説
を
み
る

（

2
）
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
孫
悟
空
の
出
自
お
よ
び
民
俗
的
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

（

3
）
 

「
西
遊
記
」
成
立
の
過
程
は
、
次
の
よ
う
な
表
に
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

大
唐
三
蔵
取
経
詩
話

l
l（
朴
通
事
諺
解
）
｜
｜
（
西
遊
釈
尼
伝
）
｜
｜
明
本
西
遊
記

．
・
（
呉
昌
齢
唐
三
蔵
西
天
取
経
）
i
l
！
楊
東
来
本
西
遊
記

｛小説｝

｛戯曲｝



孫
悟
空
は
、
「
大
唐
三
蔵
取
経
詩
話
」
で
は
猿
行
者
と
よ
ば
れ
て
い
る
、
「
朴
通
事
諺
解
所
引
西
遊
記
」
で
は
、
斉
天
大
聖
、
孫
行
者
、
吾
空
の
三
つ
の
名
前

が
み
え
、

「
楊
東
来
本
西
遊
記
」
は
、
通
天
大
聖
、
孫
行
者
、
孫
悟
空
と
や
は
り
三
つ
の
呼
び
方
が
あ
る
が
、
斉
天
大
聖
と
通
天
大
聖
と
い
う
よ
う
に
称
号
に

違
い
が
み
え
る
。
「
清
平
山
堂
話
本
」
の
中
の
「
陳
巡
検
梅
嶺
失
妻
記
」
、
戯
曲
の
「
楊
東
来
本
西
遊
記
」
と
「
二
郎
神
鎖
斉
天
大
聖
」
に
そ
れ
ぞ
れ
、
斉
天
大

聖
あ
る
い
は
孫
悟
空
の
兄
弟
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
個
所
が
あ
る
。

げ
ら
れ
、
小
妹
が
澗
州
聖
母
と
な
っ
て
い
る
。

聖
、
三
弟
が
要
一
安
三
郎
と
な
っ
て
い
る
。

「
陳
巡
検
梅
嶺
失
妻
記
」
で
は
、
通
天
大
聖
、
弥
天
大
聖
、
斉
天
大
聖
の
順
で
名
前
が
あ

「
楊
東
来
本
西
遊
記
」
で
は
、
・
大
姉
が
膿
山
老
母
、
ニ
妹
が
亙
枝
抵
聖
母
、
大
兄
が
斉
天
大
聖
、
次
が
通
天
大

「
二
郎
神
鎖
斉
天
大
聖
」
で
は
大
兄
が
、
通
天
大
神
、
次
が
斉
天
大
聖
、
姉
が
亀
山
水
母
、
妹
が
鉄
色
調
張
、
弟
が

要
要
三
郎
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
み
る
と
、
多
少
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
三
つ
の
話
が
関
連
を
も
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
分
る
。
そ
れ
は
い
ず
れ
に
も
通
天
大
聖
、
斉
天
大
聖
の
名

〈

4
〉

が
み
え
る
こ
と
と
、
澗
州
聖
母
、
思
枝
抵
聖
母
、
亀
山
水
母
が
伺
ー
一
の
も
の
を
指
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

は
、
猿
の
精
が
人
間
の
妻
を
奪
う
白
猿
伝
説
の
物
語
で
あ
っ
て
、

「
清
平
山
堂
話
本
」
の
陳
巡
検
の
物
語
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「
西
遊
記
」
と
は
何
の
関
係
も
持
た
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
な
ぜ
「
清
平
山
堂
話
本
」
と
二

つ
の
「
西
遊
記
」
の
戯
曲
と
が
関
連
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
解
〈
鍵
は
「
楊
東
来
本
西
遊
記
」
の
中
の
孫
倍
空
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

西
遊
記
」
の
孫
悟
空
（
通
天
大
聖
〉
は
、
金
鼎
国
の
王
女
を
奪
っ
て
洞
窟
に
閉
じ
こ
め
、
自
分
の
妻
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
臼
猿
伝
説
と

「
楊
東
来
本

同
じ
も
の
で
あ
る
。
孫
悟
空
は
王
女
の
た
め
に
西
王
母
か
ら
仙
衣
を
盗
み
だ
す
の
で
あ
る
が
、

「
朴
通
事
諺
解
所
引
西
遊
記
」
で
は
「
明
本
西
遊
記
」
に
み
え

な
い
、
西
王
母
の
仙
衣
を
盗
む
話
が
み
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
の
頃
の
「
西
遊
記
」
に
は
、
人
閣
の
女
性
を
奪
う
孫
悟
空
の
話
が
あ
っ
た
か
、
少
く
と
も
そ

（

5
）
 

う
し
た
伝
承
の
残
像
を
留
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
大
唐
三
蔵
取
経
詩
話
」
の
猿
行
者
と
「
明
本
西
遊
記
」
の
孫
悟
空
に
は
、
そ
う
し
た
性
格
が
み
ら
れ

な
い
。
孫
悟
空
の
白
猿
伝
的
性
格
が
は
た
し
て
孫
悟
空
に
本
来
備
わ
っ
て
い
た
も
の
な
の
か
、
異
常
な
能
力
を
も
っ
た
猿
と
い
う
連
想
で
後
に
加
え
ら
れ
た
も

の
か
は
な
お
判
然
と
し
な
い
。

白
猿
伝
説
の
方
か
ら
孫
悟
空
と
の
関
係
を
み
て
ゆ
け
ば
、
や
は
り
「
清
平
山
堂
話
本
」
の
「
陳
巡
検
梅
嶺
失
妻
記
」
の
猿
の
精
が
斉
天
大
聖
と
号
し
て
い
る

こ
と
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
兄
弟
関
係
に
注
意
し
て
み
た
い
。
斉
天
大
聖
の
妹
に
、
前
に
も
述
べ
た
澗
州
聖
母
が
挙
げ



ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
澗
州
聖
母
が
ど
う
い
う
も
の
か
は
「
清
平
山
堂
話
本
」
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
亙
枝
抵
聖
母
と
亀
山
水
母
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

亙
枝
紙
聖
母
、
『
把
張
僧
華
住
在
亀
山
上
』
〈
「
楊
東
来
本
西
遊
記
」
第
十
七
働
〉

亀
山
水
母
、
『
因
水
治
了
澗
州
、
損
害
生
霊
極
多
、
被
釈
迦
如
来
檎
肇
住
、
鎖
在
碧
油
階
中
、
不
能
翻
身
』
（
「
二
郎
神
鎖
斉
天
大
聖
」
頭
折
〉

亙
枝
祇
聖
母
の
名
は
「
古
岳
潰
経
」
の
中
の
亀
山
の
下
に
鎮
め
ら
れ
た
准
河
の
水
神
、
無
支
郁
と
関
係
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
短
い
記
載
か
ら
推
測
し
て

み
る
に
、
個
州
聖
母
は
准
河
の
亀
山
の
水
神
で
、
張
僧
と
い
う
も
の
を
亀
山
に
と
じ
こ
め
た
こ
と
が
あ
り
、
澗
州
に
洪
水
を
起
し
て
人
畜
に
害
を
与
え
た
た
め

に
、
釈
迦
如
来
に
よ
っ
て
と
り
抑
え
ら
れ
、
碧
油
簡
の
中
に
永
久
に
と
じ
こ
め
ら
れ
た
ら
し
い
。
澗
州
聖
母
（
亙
支
抵
）
に
つ
い
て
は
、
ま
た
次
の
よ
う
な
記

載
が
み
え
る
。

『
下
亀
山
寺
内
有
聖
母
井
、
即
大
高
鎖
水
怪
処
、
俗
伝
、
澗
洲
僧
伽
大
師
鎖
水
母
於
此
、
又
名
水
母
洞
』
（
「
大
明
一
統
名
勝
士
山
」
〉

『
一
品
支
郁
屡
為
水
患
、
僧
伽
大
聖
駐
錫
澗
州
、
説
法
禁
制
、
建
霊
瑞
塔
、
准
澗
乃
安
』
（
「
澗
州
志
」
〉
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『
澗
州
塔
下
相
伝
、
澗
州
大
聖
鎖
水
母
処
、
謬
也
』
（
「
綴
耕
録
」
〉

こ
れ
に
よ
る
と
、
澗
州
聖
母
は
僧
伽
に
よ
っ
て
亀
山
の
井
、
あ
る
い
は
潤
州
塔
の
下
に
と
じ
こ
め
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

「
楊
東
来
本
西

遊
記
」
で
は
、
亙
支
砥
聖
母
が
張
僧
を
と
ら
え
た
と
い
う
こ
と
で
、
少
し
異
同
は
あ
る
が
、

「
二
郎
神
鎖
斉
天
大
聖
」
の
亀
山
水
母
の
よ
う
に
、
最
後
に
は
釈

迦
知
来
に
よ
っ
て
と
り
お
さ
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
僧
伽
に
つ
い
て
は
「
高
僧
伝
」
に
、
僧
伽
は
観
音
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
と
い
う
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
亀
山
水
母
の
話
と
つ
な
が
り
の
あ
る
こ
と
が
分
る
。
中
国
の
民
間
に
は
、
楊
四
将
軍
や
濯
口
二
郎
神
が
水
神
の
竜
を
退
治
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ

（

6
）
 

に
観
音
大
師
が
現
わ
れ
て
、
竜
を
と
り
お
さ
え
る
伝
説
が
あ
り
、
水
神
を
緯
や
塔
の
下
に
封
じ
こ
め
る
の
は
、
鉢
で
白
蛇
を
と
り
お
さ
え
、
そ
れ
を
雷
峯
塔
の

〈

7
〉

下
に
封
じ
こ
め
る
、
白
蛇
伝
の
話
を
想
い
起
さ
せ
る
。
白
蛇
伝
で
も
、
法
海
禅
師
が
白
蛇
を
殺
そ
う
と
す
る
と
魁
星
（
北
斗
の
第
一
星
）
が
現
わ
れ
て
雷
峯
塔

（

8
〉

（

9
〉

の
下
に
と
じ
こ
め
て
命
は
助
け
て
や
れ
と
命
令
し
た
り
、
釈
迦
が
や
っ
て
き
て
雷
峯
塔
に
と
じ
こ
め
る
と
い
っ
た
伝
承
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
白
蛇
が
繋
山
老

（

m）
 

母
（
蝿
山
老
母
）
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
伝
承
か
ら
考
え
る
と
、
亙
枝
抵
聖
母
と
の
関
係
が
密
切
な
こ
と
が
分
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
孫
悟
空
の
兄



弟
で
あ
る
亙
枝
砥
聖
母
を
中
心
に
、
水
神
を
退
治
し
、
観
音
や
釈
迦
が
そ
の
水
神
を
封
じ
こ
め
る
と
い
う
伝
説
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
水

神
の
運
命
は
実
は
孫
悟
空
の
運
命
と
同
じ
も
の
な
の
で
あ
る
。
孫
悟
空
は
天
上
を
さ
わ
が
し
た
た
め
、
玉
帝
か
ら
派
遣
さ
れ
た
二
郎
神
君
に
と
ら
え
ら
れ
、
逃

げ
出
し
た
と
こ
ろ
を
‘
釈
迦
如
来
に
と
り
お
さ
え
ら
れ
て
、
五
行
山
の
下
に
押
し
こ
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
無
支
郡
が
猿
形
の
水
神
で
あ
る
と
い
う
「
古
岳
漬
経
」
の

話
か
ら
も
、
「
明
本
西
遊
記
」
の
孫
悟
空
は
、
捉
え
ら
れ
て
永
久
に
封
じ
こ
め
ら
れ
る
水
神
と
関
係
の
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
「
楊
東
来
本
西
遊
記
」
の
孫

悟
空
も
同
様
に
、
二
郎
神
に
と
ら
え
ら
れ
、
観
音
に
よ
っ
て
花
果
山
の
下
に
押
し
こ
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
孫
悟
空
は
前
述
の
よ
う
に
金
鼎
国
の
王
女

を
妻
に
し
て
、
山
の
洞
窟
に
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
水
神
を
封
じ
る
伝
説
と
白
猿
伝
説
と
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
臼
猿
伝
説
は
既

（

U
）
 

に
漢
代
か
ら
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
が
、
自
猿
伝
説
と
水
神
の
伝
説
と
が
一
緒
に
な
っ
て
、
孫
悟
空
の
物
語
は
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
兆
し
の

見
え
る
の
が
「
清
平
山
堂
話
本
」
で
あ
り
、
「
明
本
西
遊
記
」
で
は
、
白
猿
伝
説
の
要
素
は
削
ら
れ
て
し
ま
う
。
「
明
本
西
遊
記
」
で
は
、
高
が
治
水
の
際
に
用

（ロ）

い
た
金
箱
棒
を
孫
悟
空
が
竜
王
の
と
こ
ろ
に
取
り
に
ゆ
く
な
ど
、
孫
悟
空
の
水
神
的
要
素
が
強
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
楊
東
来
本
西
遊
記
」
に
は
、
孫
悟
空
の
大
姉
に
購
山
老
母
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
登
場
し
て
く
る
鉄
扇
公
主
が
、
「
我
和
鹿
山
老
母
是
姉
妹
両
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個
、
我
通
風
、
他
通
火
』
（
第
十
八
働
）
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蝿
山
老
母
は
水
で
は
な
く
、
火
と
関
係
す
る
こ
と
が
分
る
。
し
か
し
、
鉄
扇
公
主
が
自
分

は
購
山
老
母
と
姉
妹
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
に
、
前
に
出
て
く
る
孫
悟
空
の
兄
弟
の
中
に
は
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

一
つ
の
物
語
の
中
で
こ
の
よ
う

な
違
い
が
あ
る
の
は
奇
妙
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
を
解
く
に
は
、
鉄
扇
公
主
と
購
山
老
母
と
は
義
姉
妹
で
あ
る
と
考
え
る
以
外
に
な
い
。
つ
ま
り
、
鉄
扇
公
主
が

三
兄
弟
の
誰
か
の
妻
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
右
の
矛
盾
は
解
決
す
る
。
鉄
扇
公
主
に
つ
い
て
は
、

「
四
遊
記
」
の
「
南
遊
記
」
に
鉄
扇
公
主
が
華
光
天
王
と
術

比
べ
に
負
け
て
華
光
天
王
の
妻
に
な
る
話
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
華
光
天
王
と
い
う
の
は
、
も
と
釈
迦
如
来
の
法
堂
の
前
の
灯
火
の
精
で
、
独
火
大
王
を

焼
き
殺
し
た
た
め
に
、
陰
山
に
送
ら
れ
よ
う
と
し
た
の
を
観
音
が
救
っ
て
馬
耳
山
柏
崎
娘
の
胎
内
に
送
り
こ
み
、
転
生
し
て
生
れ
た
雷
光
が
、
紫
微
大
帝
に
殺
さ

れ
て
、
更
に
転
生
し
て
炎
玄
大
王
の
子
供
に
生
れ
た
霊
耀
の
こ
と
で
あ
る
。
霊
耀
は
、
天
上
の
火
部
兵
馬
大
元
帥
に
任
命
さ
れ
た
の
ち
、
理
花
を
玉
帝
の
太
子

か
ら
奪
い
と
っ
て
、
華
光
天
王
と
名
の
り
、
天
上
を
騒
が
し
て
下
界
に
下
り
、
追
手
を
避
け
る
た
め
に
再
び
、
人
間
に
化
け
て
い
る
吉
芝
陀
聖
母
に
投
胎
し
、

玉
帝
の
派
遣
し
た
郡
町
太
子
と
戦
い
、
武
器
の
金
碍
を
取
ら
れ
、
代
わ
り
に
玉
環
聖
母
か
ら
金
塔
を
賑
し
取
り
、
取
り
返
し
に
き
た
玉
環
聖
母
の
娘
の
鉄
扇
公



主
を
打
ち
負
か
し
て
妻
に
し
、
母
親
の
吉
芝
陀
聖
母
を
鄭
都
か
ら
救
い
出
し
、
母
親
の
「
吃
人
」
の
病
気
を
治
す
た
め
に
花
果
山
の
斉
天
大
聖
に
化
け
て
西
王

母
の
桃
を
盗
み
、
寛
罪
を
か
け
ら
れ
た
斉
天
大
聖
と
敵
対
し
た
の
を
火
炎
王
光
仏
の
と
り
な
し
で
斉
天
大
聖
と
義
兄
弟
と
な
り
、
知
来
の
も
と
で
仏
道
に
帰
依

す
る
の
で
あ
る
。
「
明
本
西
遊
記
」
で
は
、
鉄
扇
公
主
は
大
力
牛
魔
王
の
妻
で
あ
り
（
第
五
十
九
回
）
、
孫
悟
空
は
牛
魔
王
ら
と
七
兄
弟
の
義
を
結
ん
で
い
る
（
第

三
国
）
。
牛
魔
王
は
来
歴
が
よ
く
分
ら
な
い
が
、
鉄
扇
公
主
を
妻
に
し
、
郎
町
太
子
に
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
点
は
華
光
と
共
通
し
て
い
る
。
華
光
が
天
上
を
騒

が
し
、
西
王
母
の
桃
を
盗
む
の
は
、
孫
悟
空
の
話
と
同
じ
で
あ
り
、
孫
悟
空
を
捉
え
る
と
き
に
は
邸
陀
太
子
も
登
場
し
て
く
る
。
ま
た
、
「
楊
東
来
本
西
遊
記
」

で
は
孫
行
者
は
山
神
に
、
鉄
扇
公
主
に
夫
が
い
る
か
ど
う
か
た
ず
ね
、
い
な
い
と
き
く
と
、
鉄
扇
公
主
に
夫
婦
に
な
ろ
う
と
呼
び
か
け
て
い
る
〈
第
十
九
働
て

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
鉄
扇
公
主
を
め
ぐ
っ
て
、
華
光
、
牛
魔
玉
、
孫
悟
空
は
五
い
に
関
連
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
「
南
遊
記
」
に
み
え
る
華
光
の
物
語
は
、

あ
る
い
は
孫
悟
空
の
物
語
の
原
型
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
楊
東
来
本
西
遊
記
」
の
第
八
働
は
「
華
光
署
保
」
で
、
唐
僧
の
西
遊
を
護
る
こ
と
に
な
っ

た
観
音
、
李
天
王
、
郎
町
太
子
、
港
口
二
郎
ら
十
人
が
集
ま
っ
た
が
、
華
光
が
一
人
遅
れ
て
現
わ
れ
、
唐
僧
の
西
遊
の
保
護
を
誓
う
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
そ

こ
で
華
光
が
自
分
の
履
歴
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
「
南
遊
記
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
観
音
や
李
天
王
ら
が
以
下
の
場
面
で
唐
僧
の
危
難
を
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救
っ
て
い
る
の
に
、
華
光
は
そ
の
後
登
場
し
て
こ
な
い
。
そ
れ
で
は
「
華
光
署
保
」
の
一
駒
は
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
甚
だ
大
胆

に
推
定
す
る
な
ら
ば
、
華
光
と
孫
悟
空
に
共
通
点
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
孫
悟
空
が
途
中
、
妖
魔
と
斗
い
な
が
ら
、
唐
僧
を
護
っ
て
天
竺
へ
旅
を
す
る
話
も
元

は
あ
る
い
は
華
光
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
「
南
遊
記
」
に
登
場
す
る
孫
悟
空
に
は
、
奇
都
、
羅
侯
、
月
字
な
ど
の
子
供
が
あ
り
、

「
場
東
来
本
西
遊
記
」
の
孫
悟
空
と
共
に
、

「
明
本
西
遊
記
」
の
孫
悟
空
よ
り
も
、

一
つ
古
い
孫
悟
空
の
姿
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
孫
悟
空
と
巨
霊
神
伝
説
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
巨
霊
神
は
「
明
本
西
遊
記
」
で
は
第
四
回
に
登
場
す
る
天
神
の
一
人
で
、
宣
花
斧
を
武
器

に
孫
悟
空
と
斗
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
巨
霊
神
は
も
と
は
黄
淘
の
神
で
あ
っ
て
、
黄
河
の
流
れ
を
妨
げ
て
い
た
a

華
山
を
手
で
一
一
つ
に
さ
い
て
、
黄
河
の
流
れ
を



ま
っ
す
ぐ
に
し
た
と
い
う
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
次
に
そ
の
巨
霊
神
伝
説
を
記
し
た
文
献
で
古
い
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。

漢
、
楊
雄
「
河
東
賦
」
、
『
河
霊
園
買
錫
、
爪
華
隠
衰
』

漢
、
張
衡
「
西
京
賦
」
、
『
巨
霊
周
期
展
、
高
掌
遠
眠
、
以
流
河
曲
、
阪
跡
猶
存
』

晋
、
干
宝
「
捜
神
記
」
、
『
二
華
之
山
、
本
一
山
也
、
当
河
、
河
水
過
之
、
市
曲
行
。
河
神
巨
霊
、
以
手
華
開
其
上
、
以
足
蹴
離
其
下
、
中
分
為
両
、
以
利
河

流
、
今
観
手
迩
於
華
岳
山
、
指
掌
之
形
具
在
、
脚
跡
在
首
陽
下
、
至
今
猶
存
』
（
巻
十
三
〉

こ
こ
に
み
る
よ
う
に
、
す
で
に
漢
代
か
ら
そ
の
伝
説
は
存
在
し
、
右
の
三
つ
は
同
一
の
伝
説
を
表
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
巨
霊
が
華
山
を
ひ
き
さ
い
た

と
き
の
掌
と
脚
の
痕
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
後
代
の
文
人
の
文
章
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
元
代
の
雑
劇
に
も
「
巨
霊
神
努
華
岳
ハ
巨
霊
神
努
華
山
）
」

と
い
う
の
が
み
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
や
は
り
元
の
雑
劇
に
「
男
華
山
神
香
救
母
」
、
「
況
香
太
子
努
華
山
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
神
香
と
況
香
と
は
音
が
同

じ
な
の
で
、
こ
の
二
つ
の
劇
は
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
ち
ら
は
華
山
を
さ
く
の
は
巨
霊
で
は
な
く
況
番
（
神
香
〉
で
あ
り
、
し
か
も
「
救
母
」
と

い
る
。
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い
う
要
素
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
な
ぜ
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
の
呉
同
春
の
「
太
華
費
遊
記
」
を
み
る
と
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
て

『
舎
身
崖
、
量
傍
有
石
賞
、
大
容
十
数
人
、
道
土
日
、
此
天
羅
地
網
、
昔
巨
霊
母
圧
於
此
、
巨
霊
勇
山
得
出
』

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
巨
霊
の
母
が
華
山
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
、
臣
室
が
華
山
を
ひ
き
さ
い
て
助
け
出
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
河
の
流
れ
を
通
す
た

め
に
華
山
を
さ
い
た
と
い
う
本
来
の
河
神
伝
説
か
ら
す
で
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
が
、
こ
の
巨
霊
伝
説
と
況
香
の
伝
説
と
が
結
び
つ
い
て
、
雑
劇
の

「
努
華
山
神
香
救
母
」
と
な
っ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
「
努
華
山
神
香
救
母
」
は
劇
そ
の
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
内
容
は
推
定
す
る
ほ
か
な
い
が
、

そ
の
題
名
か
ら
考
え
て
、
宝
巻
や
弾
詞
に
残
っ
て
い
る
況
香
救
母
の
物
語
と
余
り
大
差
の
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
況
香
救
母
の
物
語
は

〔

β
〉

「
董
永
況
香
合
集
」
に
五
つ
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
「
況
番
宝
巻
」
の
話
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
後
漢
の
時
代
、
劉
向
が
科
挙
の
試
験
を
受

け
る
た
め
上
京
の
途
中
、
華
岳
娘
娘
の
廟
を
通
り
か
か
り
、
廟
の
壁
に
詩
を
か
き
し
る
し
た
こ
と
か
ら
華
岳
娘
娘
が
劉
向
を
見
初
め
て
二
人
は
結
ば
れ
る
が
、

三
日
で
宿
縁
は
切
れ
、
劉
向
は
都
に
向
う
が
、
華
岳
娘
娘
か
ら
贈
ら
れ
た
宝
の
た
め
に
命
を
落
し
そ
う
に
な
る
の
を
危
う
く
救
わ
れ
、
そ
の
宝
を
皇
帝
に
献
上



し
て
揚
州
の
知
府
に
任
命
さ
れ
る
。

一
方
、
華
岳
娘
娘
は
劉
向
の
子
供
を
宿
す
が
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
兄
の
二
郎
真
君
は
憤
っ
て
華
岳
娘
娘
を
と
ら
え
て
華

山
の

F
に
と
じ
こ
め
て
し
ま
う
。
や
が
て
華
岳
娘
娘
は
子
供
を
生
み
、
況
香
と
名
づ
け
て
夜
叉
に
劉
向
の
も
と
に
送
り
届
け
さ
せ
る
。
成
長
し
た
況
香
は
母
親

が
華
山
に
と
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
法
術
を
終
南
山
で
学
ん
だ
の
ち
華
山
に
赴
き
、
二
郎
神
に
邪
魔
を
さ
れ
る
が
つ
い
に
華
山
を
斧
で
真
二
つ
に

切
り
裂
い
て
母
親
を
救
い
だ
す
の
で
あ
る
。
「
新
編
説
唱
況
香
太
子
全
伝
」
は
ほ
ぼ
同
じ
筋
で
、
華
岳
娘
娘
は
華
岳
三
娘
と
な
っ
て
い
る
。
「
新
刻
宝
蓮
灯
救
母

全
伝
」
で
は
況
香
の
父
は
劉
晋
と
な
っ
て
お
り
、
況
香
は
欝
璽
大
仙
に
つ
い
て
法
術
を
学
ん
だ
の
ち
、
露
軍
大
仙
か
ら
萱
花
斧
を
借
り
て
二
郎
神
と
斗
い
、
華

山
黒
雲
洞
か
ら
飛
竜
井
に
移
さ
れ
た
母
を
救
い
出
す
。

「
新
編
説
唱
宝
蓮
灯
華
山
救
母
全
伝
」
で
は
、
況
香
の
父
は
唐
の
劉
錫
と
な
っ
て
い
る
。
構
露
大
仙
に

法
術
を
学
び
、
音
二
郎
神
が
彼
の
母
を
救
い
出
す
た
め
に
桃
山
を
裂
い
た
斧
を
借
り
に
ゆ
き
、

二
郎
神
の
父
の
楊
天
祐
に
化
け
て
二
郎
神
に
そ
の
斧
で
華
山
を

裂
か
せ
て
母
の
華
山
三
仙
聖
母
を
救
い
出
す
。

「
況
香
救
母
雌
雄
剣
」
で
は
況
香
の
父
は
唐
の
劉
希
と
な
っ
て
い
る
。
希
と
錫
は
現
代
音
で
は
同
じ
音
な
の
で

前
の
劉
錫
と
同
じ
で
あ
ろ
う
が
、
華
山
三
仙
娘
娘
を
と
じ
こ
め
る
の
は
兄
の
二
郎
神
で
は
な
く
て
玉
帝
に
な
っ
て
い
る
。
震
震
祖
に
法
術
を
学
び
、
二
郎
神
の

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
華
山
の
仙
女
が
華
山
に
と
じ
こ
め
ら
れ
る
の
は
い
ず
れ
に
も
共
通
し
て
い
る
が
、
仙
女
と
結
ぼ
れ
る
下
界
の
人
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廟
か
ら
努
山
斧
を
盗
み
出
し
、
華
山
を
裂
い
て
母
を
救
い
だ
す
の
は
前
の
話
と
同
じ
で
あ
る
。
以
上
五
つ
の
況
香
救
母
物
語
は
大
別
し
て
前
三
者
と
後
二
者
の

聞
は
、
前
三
者
で
は
漢
の
劉
向
あ
る
い
は
劉
晋
、
後
二
者
で
は
唐
の
劉
錫
ま
た
は
劉
希
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
前
三
者
で
は
況
香
が
華
山
を
裂
く
斧
は
何
仙

始
の
洞
窟
に
あ
っ
た
り
、
露
軍
大
仙
か
ら
も
ら
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
が
、
後
二
者
は
い
ず
れ
も
二
郎
神
の
斧
を
盗
み
出
し
て
く
る
の
で
あ
り
、
そ
の
斧
は
も

と
二
郎
神
が
母
を
救
い
出
す
た
め
に
桃
山
あ
る
い
は
華
山
を
裂
く
の
に
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
後
二
者
で
は
況
香
救
母
の
物
語
と
二
郎
神
救
母
の
物

語
と
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
二
郎
神
救
母
の
物
語
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
と
、
先
ず
「
明
本
西
遊
記
」
の
第
六
回
で
孫
悟
空
が

二
郎
神
に
向
っ
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

『
我
記
得
当
年
玉
帝
妹
子
思
凡
下
界
、
配
合
楊
君
、
生
一
男
子
、
曾
使
斧
努
桃
山
的
、
是
侮
腰
』

弾
詞
の
「
新
編
説
唱
宝
蓮
救
灯
華
山
救
母
全
伝
」
に
は
こ
れ
と
同
じ
も
の
と
思
わ
れ
る
話
が
み
え
て
い
る
。

『
西
漢
、
明
帝
年
間
、
湖
広
荊
州
府
有
一
書
生
揚
天
佑
、
在
桃
山
洞
中
修
煉
、
斗
牛
宮
張
仙
姑
下
凡
、
与
他
配
合
姻
婚
、
生
下
一
男
一
名
、
男
名
二
郎
、
女



名
三
娘
。
事
被
玉
皇
関
知
、
大
怒
、
降
旨
将
仙
始
圧
在
桃
山
受
昔
。
後
来
二
郎
努
山
救
母
、

玉
帝
見
書
、

二
郎
封
為
西
川
瀧
口
妙
道
真
君
、
三
娘
封
為
商
獄

（
撤
〉
華
山
三
仙
聖
母
』

こ
の
二
つ
の
話
で
み
る
と
、
二
郎
神
救
母
伝
説
と
況
香
救
母
伝
説
と
は
全
く
同
じ
型
の
話
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
二
郎
神
の
母
は
玉
帝
の
妹
で
あ
る
が
、
況

香
の
母
は
華
山
の
三
仙
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
父
の
方
は
況
番
が
劉
向
、
劉
晋
、
劉
錫
、
劉
希
と
い
ず
れ
も
劉
姓
で
あ
る
が
、
二
郎
神
の
父
は
楊
天
佑
で
あ
っ

て
、
本
来
治
水
伝
説
に
始
ま
る
二
郎
神
伝
説
と
関
係
の
あ
る
こ
と
が
分
る
。
況
香
救
母
伝
説
と
二
郎
神
救
母
伝
説
と
ど
ち
ら
が
最
初
に
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と

は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
し
か
し
、
元
の
雑
劇
に
は
況
香
救
母
の
物
語
し
か
な
い
こ
と
や
、
二
郎
神
伝
説
は
も
と
も
と
四
川
地
方
に
始
ま
っ
た
伝
説
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
考
え
て
、
況
香
救
母
伝
説
が
先
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
巨
霊
神
伝
説
か
ら
況
香
救
母
伝
説
、
さ
ら
に
二
郎
神
救
母
伝
説
と
発
展
し
て
い
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
救
母
の
話
が
加
わ
っ
て
き
た
背
景
に
は
、
華
山
の
神
女
と
下
界
の
人
間
と
が
結
ぼ
れ
る
伝
説
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
科
挙

（
同
〉

に
応
じ
る
た
め
都
に
赴
く
途
中
、
華
岳
の
三
女
と
結
ば
れ
、
子
供
ま
で
生
れ
る
と
い
う
「
広
異
記
」
の
話
な
ど
は
、
明
ら
か
に
況
香
救
母
物
語
の
下
敷
に
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
店
〉

ま
た
神
女
が
華
山
の
下
に
と
じ
こ
め
ら
れ
る
と
い
う
発
想
は
、
お
そ
ら
く
華
山
に
冥
府
が
あ
る
と
い
う
信
仰
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
「
惰
書
」
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越
王
秀
伝
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
み
え
て
い
る
。

『
請
西
岳
華
山
慈
父
聖
母
、
神
兵
九
健
万
騎
、
収
楊
諒
魂
神
、
閉
在
華
山
下
、
勿
令
散
蕩
』
（
巻
四
十
五
〉

人
間
の
魂
を
華
山
の
下
に
と
じ
こ
め
て
出
て
こ
さ
せ
な
く
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
河
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
に
華
山
を
裂
い
た
河
神
巨
霊
伝
説
に
後
世
、

華
山
神
女
の
婚
姻
語
、
華
岳
冥
府
の
信
仰
な
ど
が
一
緒
に
な
っ
て
、
巨
霊
救
母
、
況
香
救
母
、
二
郎
神
救
母
の
物
語
に
発
展
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
四
川
に
起
っ
た
二
郎
神
伝
説
が
な
ぜ
華
山
の
伝
説
と
一
つ
に
な
っ
た
の
か
は
よ
く
分
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
巨
霊
と
同
じ
水
神
で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と

か
ら
結
び
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
二
郎
神
伝
説
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
宋
以
後
で
あ
る
か
ら
、
二
郎
神
救
母
伝
説
も
そ
の
ず
っ
と
後
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

況
香
救
母
伝
説
で
は
華
岳
三
娘
を
と
じ
こ
め
る
の
は
五
例
の
う
ち
四
例
ま
で
が
兄
の
二
郎
神
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
三
つ
に
孫
行
者
が
登
場
し
て
く
る
。



し
か
し
‘
「
新
編
説
唱
況
香
太
子
全
伝
」
に
お
い
て
も
、
「
新
刻
宝
蓮
灯
救
母
全
伝
」
に
お
い
て
も
そ
こ
に
登
場
す
る
孫
行
者
は
い
ず
れ
も
二
郎
神
の
配
下
と
し

て
で
あ
り
、
「
西
遊
記
」
の
物
語
が
普
及
し
て
か
ら
後
の
も
の
で
あ
っ
て
、
孫
悟
空
に
つ
い
て
の
異
系
統
の
伝
承
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
民
間
に
お
い
て
は
、

ハ
時
〉

二
郎
神
と
孫
悟
空
と
は
共
に
近
い
位
の
神
と
み
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
一
郎
神
救
母
物
語
の
一
つ
で
あ
る
「
新
出
二
郎
努
山
救
母
全
段
」
は
や
や
他
の
物

語
と
は
性
格
が
異
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
玉
帝
の
妹
の
三
公
主
が
下
界
の
楊
天
佑
と
結
ば
れ
る
の
は
他
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
筋
は
三
公
主
が
二
郎
神
を

生
ん
で
三
日
め
に
長
江
の
ほ
と
り
で
着
物
を
洗
い
、
四
梅
五
湖
に
通
じ
る
長
江
の
水
を
汚
し
た
た
め
、
東
海
の
竜
王
が
怒
っ
て
玉
帝
に
訴
え
、
天
将
が
三
公
主

を
と
ら
え
に
向
っ
た
と
こ
ろ
を
花
果
山
の
孫
行
者
が
現
わ
れ
て
三
公
主
を
奪
い
、
桃
花
闘
の
ド
に
と
じ
こ
め
る
。
そ
の
ニ
と
を
知
っ
た
二
郎
神
は
開
山
斧
を
手

に
入
れ
て
桃
花
闘
を
二
つ
に
切
り
裂
い
て
母
を
救
い
出
し
、
孫
行
者
を
と
ら
え
に
行
き
た
い
と
玉
帝
に
願
い
出
る
と
、
玉
帝
は
、
孫
悟
空
は
唐
僧
を
守
っ
て
取

経
の
旅
に
出
か
け
、
妖
怪
を
退
治
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
西
遊
の
途
次
、
妖
怪
た
ち
に
仇
を
討
た
さ
せ
よ
う
と
い
っ
て
、
一
一
郎
神
を
止
め
さ
せ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
話
を
み
る
と
、
二
郎
神
と
孫
悟
空
と
は
対
立
す
る
関
係
に
あ
り
、
二
郎
神
が
孫
悟
空
を
と
り
お
さ
え
る
と
い
う
テ
l
マ
で
、
そ
の
孫
悟
空
は
女

一純一

性
を
奪
っ
て
山
の
洞
窟
に
か
く
す
と
い
う
臼
猿
伝
説
と
関
連
が
あ
り
そ
う
で
あ
り
、
二
郎
神
障
刀
山
教
母
の
物
語
と
西
遊
記
の
物
語
と
が
関
係
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
「
新
出
二
郎
男
山
救
母
全
段
」
は
、
民
間
に
お
け
る
孫
悟
空
の
白
猿
伝
的
性
格
、
二
郎
神
の
水
神
封
鎮
伝
説
と
教
母
伝
説
と
を
商
遊
記
の
因
縁
と
し

て
説
い
た
極
め
て
興
味
あ
る
資
料
と
思
わ
れ
る
。

「
西
遊
記
」
の
成
立
は
決
し
て
単
純
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
小
説
「
西
遊
記
」
は
一
つ
の
ま
と
ま
っ

た
形
と
は
な
っ
て
い
る
が
、
孫
悟
空
と
二
郎
神
に
つ
い
て
み
て
み
て
も
、
そ
の
伝
承
は
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
、
分
岐
し
て
い
る
。
小
説
「
西
遊
記
」
も
そ
の
変

化
の
過
程
に
お
け
る
一
つ
の
姿
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
巨
霊
伝
説
と
臼
猿
伝
説
と
の
関
連
を
示
す
資
料
と
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
に
次
の
よ
う
な
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
昔
、
チ
ベ
ッ
ト
が
大
洪
水
に
み
ま

わ
れ
た
と
き
、
観
音
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
を
東
南
に
さ
い
て
水
を
引
か
せ
、
や
っ
と
地
面
が
顔
を
現
わ
し
た
。
そ
こ
で
観
音
は
一
匹
の
猿
と
な
っ
て
妖
魔
と
結
婚

〈
刀
）

し
、
子
供
が
生
れ
て
そ
れ
が
チ
ベ
ッ
ト
の
人
間
の
先
祖
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
河
神
巨
霊
伝
説
と
臼
猿
伝
説
と
を
合
せ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
白
猿

伝
説
が
そ
も
そ
も
始
祖
神
話
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
、
白
猿
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
四
川
地
方
は
地
理
的
に
チ
ベ
ッ
ト
に
近
い
こ
と
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
る

と
、
巨
霊
伝
説
、
白
猿
伝
説
も
そ
の
淵
源
は
あ
る
い
は
チ
ベ
ッ
ト
の
こ
の
よ
う
な
伝
説
に
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
猿
を
人
間



の
始
祖
と
す
る
伝
説
の
背
後
に
は
、
イ
ン
ド
、
中
園
、
日
本
に
わ
た
る
地
誠
に
あ
る
猿
神
信
仰
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
ド
の
各
地
で
は
村
の

〈
泊
四
〉

入
口
に
猿
形
の
像
が
道
祖
神
と
し
て
立
っ
て
い
て
、
不
妊
の
女
性
は
夜
こ
の
像
を
抱
い
て
子
供
を
さ
ず
か
る
よ
う
祈
る
民
俗
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
石

（
凶
〉

像
の
猿
が
「
ラ
l
マ
l

ヤ
ナ
」
に
出
て
く
る
猿
ハ
ヌ
マ
ン
だ
と
い
う
説
も
あ
る
ら
し
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
‘
か
つ
て
論
議
さ
れ
た
孫
悟
空
と
「
ラ
！

マ
l
ヤ
ナ
」
と
の
関
連
は
、
再
び
別
の
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
既
に
み
た
よ
う
に
、
小
説
「
西
遊
記
」
の
孫
悟
空
に
は
白
猿
伝
的
性

格
は
き
わ
め
て
稀
薄
で
あ
る
。
そ
の
孫
悟
空
と
ハ
ヌ
マ
ン
の
描
写
が
似
て
い
る
と
か
、

（却〉

い
っ
た
議
論
と
は
別
に
、
孫
悟
空
に
ま
つ
わ
る
白
猿
的
伝
承
を
み
て
い
っ
た
と
き
、
猿
神
ハ
ヌ
マ
ン
と
の
驚
く
べ
差
二
致
点
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注（
1

）

「ラ
l
マ
l
ヤ
ナ
」
の
翻
訳
を
「
西
遊
記
」
作
者
が
み
た
か
ど
う
か
と

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（刊）
（日）（ロ）

（日）

内
田
道
夫
氏
は
「
西
遊
記
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
「
文
化
」
幻
号
）
に
お
い
て
、
孫
悟
空
の
物
語
は
「
西
国
志
」
の
「
大
頭
仙
人
」
の
話
、
「
仏
説
師
子

月
仏
本
生
経
」
の
仏
教
説
話
に
取
材
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
白
撞
伝
説
」
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
白
猿
伝
の
系
譜
」
（
「
芸
文
研
究
」
ね
号
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

大
田
辰
夫
氏
の
「
西
遊
記
」
関
係
諸
論
文
に
よ
る
。
（
「
神
戸
外
大
論
叢
」
所
収
）

陳
痢
良
「
中
国
之
水
神
与
西
遊
記
」
（
「
寿
羅
香
林
教
授
論
文
集
」
℃
・

ωS18ω
）
参
照

大
田
辰
夫
「
朴
通
事
諺
解
所
引
西
遊
記
考
」
（
「
神
戸
外
大
論
叢
叩
・

2
」）℃－

C
1
5
参
照

黄
芝
嗣
「
中
国
的
水
神
」
匂
・
同
ー
＝

漏
夢
龍
「
警
世
通
言
」
第
二
十
八
巻
「
白
娘
子
永
鎮
世
間
峯
塔
」

縛
惜
肇
編
「
白
蛇
伝
集
」
所
載
「
水
門
」
匂
・
出

1
8

同
右
、
「
合
鉢
」
匂
－

s

同
右
、
「
雷
峯
塔
」
匂
・
ロ
Y

「
斯
江
杭
州
府
銭
塘
県
雷
峯
宝
巻
」
匂
－
M
H
F
N
H
K
H

拙
論
「
白
猿
伝
の
系
譜
」
（
「
芸
文
研
究
」
犯
号
）
参
照

石
田
英
一
郎
「
河
童
駒
引
考
」

社
頴
陶
編
「
董
永
況
香
合
集
」
上
海
出
版
公
司
、

z
a
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（

U
）
 

（
日
）

（
凶
）

「
広
異
記
」
華
厳
神
女
（
「
太
平
広
記
」
巻
三

O
二）

津
田
瑞
穂
「
地
獄
変
」
℃
・
宮
参
照

北
京
中
法
漢
学
研
究
所
「
民
間
新
年
神
像
図
画
展
覧
会
」
民
国
三
十
一
年
、
℃
・

5
c
に
上
段
中
央
が
玉
皇
大
帝
、
第
三
段
め
に
観
音
、

玉
、
孫
候
、
二
郎
の
神
が
画
か
れ
て
い
る
と
あ
る
。

「
新
亜
細
亜
時
報
」
三
巻
、
四
号
（
黄
芝
両
「
中
国
的
水
神
」
回
以
・
口
。
引
）

山
田
宗
睦
「
道
の
思
想
史
」

U
・
2

同
右
℃
－

S
参
照

陳
情
良
「
中
国
之
水
神
与
西
遊
記
」
℃
－

M
S
l
ω
g
参
照

（
口
）

（
山
崎
）

（印）
（
却
）

火
神
、
竜
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